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公共政策の実在的理論は、主流派経済学の限界を乗り越え、より現実的かつ実践的な

政策形成を目指すものです。この理論は、以下のような要素を含んでいます。 

 

1. **複雑系としての社会**: 社会は単純な因果関係やモデルで説明できるものではな

く、多くの要因が相互作用する複雑なシステムです。この視点を取り入れることで、

政策はより柔軟で適応的なものとなります。 

 

2. **多中心性**: 現代社会は多様な主体が存在し、それぞれが異なる利害や価値観を

持っています。このため、政策形成においては、さまざまなステークホルダーの意見

を尊重し、共創のプロセスを重視する必要があります。 

 

3. **不確実性の受容**: 経済や社会の動向は予測が難しく、不確実性が常に存在しま

す。このため、政策は固定的なものではなく、状況に応じて柔軟に見直されるべきで

す。データ駆動型のアプローチと実験的手法を取り入れることで、より効果的な政策



を模索します。 

 

4. **実証的アプローチ**: 理論だけでなく、実際のデータや現場の声を重視し、実証的

に効果を検証することが重要です。政策の実施後にフィードバックを得て、改善して

いく循環が求められます。 

 

5. **倫理と価値の尊重**: 経済政策は単に効率性を追求するのではなく、社会的な公

正や倫理的な価値観を考慮する必要があります。政策の影響を受ける人々の生活や幸

福を中心に据えたアプローチが求められます。 

 

このような観点から、公共政策の実在的理論は、従来の経済学に代わる新たな枠組み

を提供し、より効果的かつ社会的に持続可能な政策を実現するための基盤となりま

す。これにより、停滞する世界経済や政治の不在に対処するための新しい道筋が見え

てくるでしょう。 


